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SfOさ は ωm8/1 図上九 0 は ~耳/1 位含まれで
ゐるから、この水を水需の極水鉢試験tこ使う場
合には、一鉢雷り 90立の7.k.~要す 5ざして、 88
























? ? ? ?
































































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?




? ? ? ?





























































































































?? ? ? ?
???































































??? ?? ?????? ????? ? ? ?? ?????????
?? ?? ? ??













???? 。 ?? ?
??
「
? ????????? ?? ??
?
?? ? ??? ? ???? ????????????????????




? ? ? ? ? ?
?
ぃ ?
























? ? ? ???
?
?? ????????????????????


































































































































，最高のものは 1 1 中 52mg 少いものでも3umg~
含有七τゐるから、段嘗り11-20賞、中腐のも
で1ぷ貫主なる。之i二射し九州山系の河川は大凡













期間には C叫.CO~ ・ Si02 其他の海度が高〈、
春の融雲、或は秋の盟古風時に最も低い筒戸があ
る。併し冬季雨量の少いために甚官渇水する洞
川では、耳よりも寧ろ冬め方が温厚な場合もあ
る。究に天候即ち降雨じよる影響乏しては、河
川の喰J.K持には溺濁度及び津活物が肉眼にも判
.o遁め鋭敏に増加するけわども、溶存化義成分
I 
が稀開きれる程度は意外に!kいもの、である。例
べば動風直後、或iま積雲lJ!7fの融零の操苓永時
の数十倍或はそわ以上、にもま曾永し?こ時でさへも
溶存無機成分は置かl二一:割方稀蒋きわてゐる
に遁ぎないからであるD
縫うて結局判水ば季節天候によっては俄り犬
きな費化.:r受げるこさ無〈常l二その化皐的間性t
~失lまないで流れてゐるさ言ふ事が出来る。
〔特殊な河川〕
現在迄に集者は本邦の主要河川の大格差手数ぞ
調査してゐるが、その中には反面と於.-:r償山工、
趣三因る有害物さか或は天然に酸性物質や含有
，ずる鼠に瀧慨に用ずひる事の畠司誌ない特殊な河川
やも屡キ見受けずこからこ冶に項そ別i二ιτ記し
て見ゃうさ思う D
天然に多量の"1j前酸や鞭~~~含有する震に強喰
性.:r皐する所謂無機前性河川I玄、火山岡である
我が日本に特有なものであって、殊に稿島、群
l 馬、畏野の三鯨.~結ぶ線より以北の東北日本に
多ぐ見受けられる。款問牒の玉川毒水、利根川
の支慌吾妻11、猪苗代湖等は周知1の例であって
特に玉川毒水の改善方法につド:rは古来の難問
題さして農業上多大の閥心を集吋ドてゐfこが、糠
泉JÞk~森林中に誘導放流して土壌中に吸牧さ
せる事によって護班、が玉川に流入する事を防止
する大現模な除毒工事さ、今ーつ玉川水を田滞
糊に導入稀轄して費電にも利用すeる所謂田津湖
疎水計量の貰施さによっτ、近ギ其句水質が大
いに改善ぎれるに至った事は慶ばしい事柄であ，
る白書医者協芭:τ之さ同様の河川さして面白い例
に遭遇しすこからきたに紹介して男ょう。
八甲田山中に源を襲し青森市の西方~流れる
荒川は、以前は正常なioj川であったにも拘ら守
昭和日年秋突如ざしτ魚類が悉〈死漉じ之を引
用する東津軽郡内の月ク材に亙る世作は生育が
阻寄せられ、農家は荒川ぞ進水声帯じて耕作に
多大の不安を感守るtこ至つ?と。併しその原因が‘
査を4不明である震に之が問問さな旬、その正瞳
究明のため者森県足農業舎からの依頼によって、
昭和四年夏現地へ赴き荒川の水質並l二関係耕地
の量地調査を行った9
調査じ必要な器具を携仔じて青森に到着した
のは月丹 6日朝であった、直ちにトラックじ便
乗して荒川:上流へ由ったが、肉眼に映すちる荒川
-31"- (167) 
• 
• 
f.)流れは八叩岡山の雄大な景色~背鼠喝さして貰
広美しし水は透明で、一見伺の異賦も無いか
駒撮tこ疑われた。然~t~I水を試験管に摂取して
輯接的に検べて見β訂品、酸性反感ぞ塁t."'(，ゐ
ゐ事が判明t.t:.oこの毒謀令究明する第に危険-
e胃して'八甲田山中の荒川渓容め念流そ湖る事
芯なり、人跡稀な密林中の断崖絶壁.:z.欝度さな
上下し、本質ヰ伝説験Lつh 険路沿登めつめ
て行った。何回目かの合流動(正確に記せば赤
ホ揮が右岩より本流に合する艶)~二建t.t，こ時そ
卸?上流φ洞水は正常であって、毒源iま支誠赤水
両iにある事を磁器'した。既に可EFりの疲努そ鋸'
丸τゐおけれどるの支流に沿うで，翻った。聞も
t.:<大断崖を登馨しなtわばならおがった。演
杭は物凄い地響を立τっ、，瀧の様な主主度で流下
ι\飛沫~容赦なぐ我今の頑上から帯び也かり
に。其の瞬間少し温いものぞ顔面に感じたりれ
~. t"危険ミ疲携のため一同は獣々さ畳って行
。1to1二ヨ洞水に混入する酸の量を計算する露
』;:必要であるから、畠中旬要所々キで何水の標・
3ド冶採取する事三、目測で太値の流量を制定歩
る事は怠ιなt、つ:1こD 其の晩宿t二着いたのは誼
LつれげれEも集にか、るから早強標本を取出
しτ自主性皮そ滴定法iこ依て検定した。-其の結果
必して努力はむ〈い6れた。さいJ、O)tま赤*揮
が離の様に奔流し我々i二温い飛沫を浴びぜた其
的箇所に永処の大温泉が河底から湧出じ、之が
l動1の水質にL大捷化を起しτゐる.事賓が確認
され千三からであるロ以主c!)接tこ水質的調査tニ~
Jτ荒川の毒諒の位置は判明し1:.が、然らば何
駄じ荒川は昭和15年迄正常であった巳も拘らす$
.関年教以降突如25じて毒71<.に型化し;たのセあら
うか。この間胞を解決するi.lに青剥却候所の地
盤脱出IJO)結果をみるさ、昭和15年青森鯨7下t二以
稗震が頻繁に費生しτゐゐ。叉酸ク湯温泉の姪
告者等の識によれば八平田山に存する酸ゑ替、
ja獄沼、弁戸場等の諸温泉は嘗時から湧出量が
轄し〈誠少lA:ミぬ事であった。以上の動から
錐者はヨえの様t二制J'Ii~下したo ~Ilち奮火山八甲
日山は昭和15年地下巳費動を起し、酸ナ湯其の
仙の諸温泉の湧出量が費他した際t二、前記赤水
訴の温泉が新i二費生して之が爾来荒川の轟謀さ
して今日‘tこ及んでゐるさq
ヨたいで荒1下流の各用水取入口の取性度、被
. 
?、 ，? ???，
?、
'実耕地の土壇等に就い毛調査L、感念封東さし
ての石炭の必要量等そ計算し、最後に行を共，:..
，された青森蘇農業曾、地方事務所其他の方キに
報告を梼ま.せて蹄ったのでありた。
以上は天然に硫酸そ含有する震に強酸性~呈
する河川のー例であるが、ヨ~r.二斯様な慣性ぷ&
漉i既ずる掛合稲作iま如何なる原因iこよって障害
令起すであらうか。之についでー置すれ{ι 一
般に酸性水や瀧概する揚合は土療が獣性化し、
叉土壇中のア Jレtナが活性化する誌に其の激し
い毒性に因勺τ作物の生育が直接祖害されるの
みならが、間接的には土袋鹿賀が接固しで土壊
の漏水量が大き〈なり、従ってー厨酸性水の掛
り流し遭i鏡石F行ひも且つ地i且の低下巻招来す
る、。又他面微生物の繁殖が妨けられる結果犠肥』
其他の肥料分的腐敗分解が阻止せ'らわるq 之に
加へるに集者が秋田軒、玉川毒水等の最寄水田や
賓地調査しすこ結果判明した事宣言しτ、陵盤*
lま作土中の滋分そ溶脆する結果、秋落老朽化水
田三岡慌の理によって、水艇は激しい根腐わ現
象を起す事であるロ
新様t二酸性水~謹寵する揚合諸種め悪影響が
原因さなって作物の生育は阻まれ牧量が低下す。
る。縫って被害耕地の数慣策さしては毒水の困
惑法を帯じτ水質の改善ぞはかる玄関時t二、後
害y永田に射しτは石訴を施用して土竣.並i二瀧
i低水中の怠牲を中和L、且つ客土~行つaτ溶脆
， t張分を補給するこさが肝要であるodf天然の河
水は重炭酸石灰を溶解してゐて、蒸溜水の様な
純粋な水ミ果今、酸を中和する除殻カぞ持つ可
ゐるから、多量の水ゼ以て稀標する事も亦有効
zp除酸主・法である。 私
自ほ儲出工事の捜水による農業被害i二ついて
は集者以多年.t:の衡に奮って来たけれども既に
接表r.;t:.から省略する。〈日本農業第四巻第四
就並に島高島研究37!{!1.就参照〉
終りi二臨み結えさ.る御紋導に預った東大食事
部教授盟入松三郎博士に針し深甚句感謝の意ぞ
表す己。
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